
地球物理学（2015年度春学期）（流体地球物理学分野） 

最終テスト 解答用紙（１） 

 

学生番号：        氏名：           

 

１．（１） 

 

 

 

（５） 

（２） 

 

 

 

 

  （５） 

（３） 

 

 

 

 

 

 

（１０） 

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０） 

断熱だから、  0 T
Dt

D
 

 0 ,ayu  、  cbT   , だから、 abyTu   

TuT
t

T
Dt

D





 だから、 

abyabyTuT
Dt

D
T

t





0  

abyT
t





だから、 

   abT
t

T
t

,0
















 



（余白） 



地球物理学（2015年度春学期）（流体地球物理学分野） 

最終テスト 解答用紙（２） 

 

学生番号：        氏名：           

 

２．（１） 

 

 

 

 

（１０） 

（２） 

 

 

 

 

（１０） 

（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０） 

①の両辺を xで偏微分して、 
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（１）と（２）の結果で時間微分をゼロにすると、 
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①の両辺を yで偏微分して、 
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②の両辺を xで偏微分して、 
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上の２つの方程式において時間微分をゼロにすると、 
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合成関数の微分の公式より、 
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（１）の結果と、静水圧平衡の関係を代入すると、 
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理想気体の状態方程式より、 RTp  だから、 
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（２）の結果より、 
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